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（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 小論文（後期日程試験：令和７年度） １／１ 問題番号 SA 

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
 人文社会科学部（社会学科） 

出題のねらい 

 

課題文は、事故・病気・失敗などのリスクを減らすはずの訓練や対策が、結果

としてそのリスクを下げられていない点について、「リスク補償行動」や「リス

クホメオスタシス理論」を基に説明している。「リスク補償行動」については、

その定義を述べた後、複数の具体例を挙げて理解を促している。また、「リスク

ホメオスタシス理論」の説明から、リスク目標水準を変更するような対策でな

い限り、安全対策は長期的には効果がないことが述べられている。課題文に出

てくる定義と具体例を正しく結び付けて理解する読解力と、身近にある同様の

現象を捉えて説明する力、またそれに対する自分の考えを論理的に表現する力

を問うことをねらいとする。 

 

問1では、身近にある「リスク補償行動」の例示をさせることで、課題文の定

義についての理解度と説明する文章能力を問う。 

 

問2では、ありがちな安全対策の結果の予測をさせることで、課題文で説明さ

れている「リスクホメオスタシス理論」や「リスク目標水準」について正しく理

解できているかを問い、代案の「有効と考えられる対策」を記述させることで

論理的な思考能力や表現能力を問う。 

採 点 基 準 
 

 

 
問1 配点30％（60点） 

① 身近な具体的な行動についての記述があること。 

② 課題文の定義（低下したリスクを埋め合わせるように行動が変化し元のリ

スク水準に戻す）にそって具体的行動の説明をしていること。 

③ 文章全体に整合性があること。 

④ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 

問2 配点70％（140点） 

① 登山道や山小屋の整備という対策が長期的には効果がない点についてリス

クホメオスタシス理論やリスク目標水準の観点から説明できていること。 

② 例示された対策がリスク目標水準を変える対策になっていること。 

③ 代案として考えた対策の有効性について論理的に説明できていること。 

④ 文章全体に整合性があること。 

⑤ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。 

 




